
平成２７年度第１回

柏市環境審議会資料

環境部環境政策課

資料１



目 次

Ⅰ 組織図

環境部 ……………………………………………………………… １

環境政策課 ………………………………………………………… ２

Ⅱ 平成２６年度事業報告及び平成２７年度事業計画

環境政策課予算の推移

環境政策担当 ……………………………………………………… ３

自然環境担当 ………………………………………………………１５

大気保全担当 ………………………………………………………１７

水質保全担当 ………………………………………………………２４



１

Ⅰ 組織図

・環境部 環境政策課

環境基本計画に基づく地球温暖化対策・

生物多様性などの保全対策

大気・水質などの公害対策

廃棄物政策課

清掃事業の総合調整・一般廃棄物処理に

関することなど

環境サービス課

ごみの分別指導とし尿収集処理など

北部クリーンセンター

清掃工場の稼動と周辺対策など

南部クリーンセンター

第二清掃工場の稼動と周辺対策など

環境部

産業廃棄物対策課

産業廃棄物の適正処理と業者の監督など

放射線対策室

放射線量低減に向けた対策など。
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・環境部環境政策課（１７名）

環境政策課長

環境政策担当

担当リーダー１名

職員７名

＜主な担当業務＞

・環境基本計画の推進

・環境マネジメントシステム

・地球温暖化対策

・低公害車の普及

・環境審議会関係

・生物多様性の保全

・手賀沼水質浄化及び湧水の保全

・合併浄化槽補助
水質保全担当

担当リーダー１名

職員３名

＜主な担当業務＞

・公共用水域の監視・調査

・事業場の立入検査

・土壌汚染対策事務

大気保全担当

担当リーダー１名

職員２名

＜主な担当業務＞

・環境の監視・指導

・事業場の立入検査

・法令に基づく届出受理

・公害苦情処理

・環境白書の作成

副参事
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Ⅱ 平成２６年度事業報告及び平成２７年度事業計画

【 平 成 ２ ７ 年 度 当 初 予 算 】

（ 単 位 ： 千 円 ）

26 年度 27 年度
財源

国 県 その他 一般

環 境 政 策

担 当

環 境 政 策 71,2 7 9 81 , 9 5 5 － 50, 6 50 36 6 30 , 9 3 9

自 然 環 境 23,1 1 7 20 , 2 8 0 2, 8 0 6 2, 8 0 6 16 14 , 6 5 2

公 害 対 策

担 当

大 気 保 全 62 ,3 08 3 2 , 72 7 － － 66 32 ,6 6 1

水 質 保 全 12, 70 6 1 8 , 45 7 － － 149 18 ,3 0 8

一 般 事 務 経 費 1,64 5 3, 8 9 9 － － 1,30 0 2, 5 9 9

合 計 171 , 05 5 15 7 , 3 1 8 2, 8 0 6 53 , 4 5 6 1, 8 9 7 99 , 1 5 9

※ 大 気 保 全 担 当 の 26 年 度 予 算 に は 25 年 度 か ら の 繰 越 分 20,7 5 0 千 円 を 含 む 。

【 環 境 政 策 担 当 】

１ 環 境 基 本 計 画 と 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム

現 行 の 柏 市 環 境 基 本 計 画 は ， 旧 沼 南 町 と の 合 併 や 中 核 市 移 行 ，

つ く ば エ ク ス プ レ ス の 開 業 な ど ， 柏 市 自 体 の 変 化 を 踏 ま え ， 平 成

２ １ 年 ３ 月 に 策 定 し ， 環 境 保 全 施 策 の 総 合 的 ・ 計 画 的 な 実 施 を 目

指 し て い る 。

ま た ， 柏 市 環 境 管 理 シ ス テ ム （ Ｋ Ｅ Ｍ Ｓ ） に よ り ， 進 捗 管 理 す

る こ と で 継 続 的 改 善 を 目 指し て い る 。

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 柏 市 環 境 基 本 計 画 に 係 る 事 業 の 実 施 状 況 を ま と め た 「 平 成

２ ５ 年 度 環 境 報 告 書 」 を 作 成 し ， 平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 に 市 民

か ら の 意 見 募 集 を 実 施 し た。

② 平 成 ２ ６ 年 度 事 業 と し て ， Ｋ Ｅ Ｍ Ｓ で ８ ３ 事 業 を 進 捗 管 理

し た 。 （ 目 標の 達 成 状 況 に つ い て は ６月 に 照 会 す る 予 定 。 ）

③ 平 成 ２ ７ 年 ２ 月 に Ｋ Ｅ Ｍ Ｓ 外 部 監 査 を 行 い ， 結 果 は 「 概 ね

良 好 」 と の 評 価 を 得 た 。

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① Ｋ Ｅ Ｍ Ｓ に つ い て は ， 事 務 事 業 登 録 数 の 増 加 を 図 る た め ， Ｋ

Ｅ Ｍ Ｓ 本 編 第 ４ 章 に 記 載 さ れ て い る 事 業 を 積 極 的 に 登 録 す る
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よ う ， 推 進 員 説 明 会 や 掲 示 板 等 で 働 き か け る。

② 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 「 フ ロ ン 類 の 使 用 の 合 理 化 及 び 管 理

の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ フ ロ ン 排 出 抑 制 法 ） 」 が 施 行 さ れ た

こ と に 伴 い ， 市 有 施 設 に お い て も 義 務 づ け ら れ る 第 一 種 特 定

製 品 の 適 切 な 管 理 に つ い て ， 事 務 事 業 を 登 録 す る 。

③ 柏 市 環 境 基 本 計 画 の 計 画 期 間 が 平 成 ２ ７ 年 度 で 終 了 す る た め ，

平 成 ２ ７ 年 度 中 に （ 仮 称 ） 第 二 期 柏 市 環 境 基 本 計 画 の 策 定 を

行 う 。

２ 地 球 温 暖 化 対 策

(1) 第 二 期 柏 市 地 球 温 暖 化 対 策 計 画

ア 趣 旨

地 球 温 暖 化 対 策 計 画 （ 平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ） の 短 期 前 期 目 標 年

次 (平 成 ２ ４ 年 度 ） の 終 了 及 び 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 に 発 生 し た 東

日 本 大 震 災 に よ り エ ネ ル ギ ー 事 情 が 大 き く 変 化 し た こ と を 受

け ， 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 に 第 二 期 柏 市 地 球 温 暖 化計 画 を 策 定 し た 。

イ 計 画 期 間

２ ０ １ ４ （ 平 成 ２ ６ ） 年 度 か ら ２ ０ ２ ０ （ 平 成 ３ ２ ） 年 度

の ７ 年 間

ウ CO2 排 出 量 削 減 目 標 値

２ ０ ２ ０ （ 平 成 ３ ２ ） 年 度 の CO2 排 出 量 を ２ ０ ０ ５ （ 平 成

１ ７ ）年 度 比 で ３ ． ８ パ ー セ ン ト 以 上 削 減

○ 2020（ 平 成 32） 年 度 の 目 標 ラ イ ン と 削 減 率 (単位：千 t-CO2)
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エ 柏 市 が 目 指 す べ き 将 来 像

・ 将 来 像① エ ネ ル ギ ー を 賢 く 使 う 街

・ 将 来 像② 緑 と 自 然 を 活 か す 街

・ 将 来 像③ 健 康 で 生 き が い の あ る 街

・ 将 来 像④ 世 代 を 超 え て 学 び 合 う 街

・ 将 来 像⑤ エ コ で 活 性 化 す る 街

(2) 柏 市 に お け る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量

民 生部 門 ・ 運 輸 部 門 は 増 加 し ， 産 業 部 門 は 減 少 し て い る 。

○ 柏 市 域 に お け る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量推 移 (単位：千 t-CO2)

部 門 /年 度 1990 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

産 業 1, 1 2 3 8 1 2 7 3 0 6 9 2 5 8 4 5 5 4 6 0 0 5 9 7 4 2 5

民 生 家 庭 2 7 4 4 0 6 3 7 9 4 5 7 4 6 3 4 2 4 4 8 0 5 1 5 4 7 8

民 生 業 務 2 5 9 3 6 3 4 1 1 4 9 5 4 8 3 4 4 8 4 5 3 5 1 3 4 5 9

運 輸 4 4 0 5 6 0 5 5 0 5 6 1 5 6 7 5 6 1 5 0 5 5 6 2 5 2 4

廃 棄 物 4 1 4 7 4 5 48 4 9 5 0 5 1 5 4 6 7

代 替 フ ロ ン 類 3 3 3 3 3 3 3 3 3

合 計 2, 1 4 0 2 , 1 9 1 2 , 1 1 9 2 , 2 5 6 2 , 1 4 9 2 , 0 4 0 2 , 0 9 2 2 , 2 4 4 1 , 9 5 6

※ 小 数 点 以 下 四 捨 五 入 の た め ， 合 計 が 一 致 し な い 場 合 が あ る 。
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(3) 柏 市 エ コ ア ク シ ョ ン プ ラ ン

ア 趣 旨

平 成 １ ２ 年 に 「 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 基

づ き 策 定 し た ， 公 共 施 設 か ら 排 出 さ れ る 温 室 効 果 ガ ス を 削 減

す る た め ， 全 て の 職 員 が 取 り 組 む べ き 省 エ ネ 行 動 （ ソ フ ト ） ，

高 効 率 機 器 の 積 極 的 な 導 入 策 （ ハ ー ド ） 等 の 規 範 。

イ CO2 排 出 量 削 減 目 標 値

平 成３ ２ 年 度 ま で に 平 成 ２ ４ 年 度 比 １ ５ ％ 以 上 削 減

(4) 公 共 施 設 に お け る CO2 排 出 量

公 共 施 設 に お け る CO2 排 出 量 は ， 省 エ ネ 行 動 に よ る 電 気 使 用

量 の 削 減 に 伴 い 減 少 し て お り ， 平 成 ２ ４ 年 度 比 で ２ ． ４ ％ の

削 減 と な っ た 。

○公 共 施 設 に お け る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 推 移 (単位：千 t-CO2)

(5) 柏 市 が 目 指 す べ き 将 来 像 ご と の 取 組

ア 将 来 像 ① エ ネ ル ギ ー を 賢 く 使 う 街

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 柏 市 版 カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト 事 業 （ か し わ 街 エ コ 推 進 協 議 会 に

よ る 事 業 ）

協 賛 家 庭 が ス マ ー ト メ ー タ ー を 設 置 し ， 節 電 で 削 減 し た CO2

量 を ， 柏 レ イ ソ ル が 試 合 の 照 明 か ら 排 出 す る CO2 量 や 協 賛 企

業 が 経 営 活 動 等 で 排 出 す る CO2 量 で オ フ セ ッ ト す る 取 組 。 目

項 目 /年 度 21 年 度 22 年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度

電 気 使 用 に よ る 排 出 量 21,356 19 ,488 17 ,029 17,884 16,989

燃 料 使 用 に よ る 排 出 量 8,162 9,49 8 8,98 2 8,986 9,225

合 計
排 出 量 29,518 28 ,986 26 ,01 1 26 ,870 26 ,21 4

対 前 年 度 比 （ ％ ） ▲ 4.7 1.5 ▲ 10.3 3.3 ▲ 2.4

平成 24(2012)年度

26,870ｔ-CO2

平成 32(2020)年度

22,840ｔ-CO2

▲１５％（▲４，０３０t-CO2）以上削減
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に 見 え な い CO2 量 は 「 柏 ホ ワ イ ト 証 書 」 と し て 取 引 す る 。

・ 年 間 CO2 削 減 量 ： ９ ６ｔ （ ２ ６ 年 ３ /１ ～ ２ ７ 年 ２ /２ ８ ）

・ 柏 ホ ワ イ ト 証 書 の 発 行 ：１ ６ ｔ （ ９ 社 ）

・ 柏 レ イ ソ ル カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト 試 合 ：２ ｔ

平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ２ ９ 日 （ 土 ） 対 清 水 エ ス パ ル ス 戦

※ か し わ 街 エ コ 推 進 協 議 会

平 成 ２ １ 年 度 に 公 民 学 連 携 に よ る 低 炭 素 ま ち づ く り を 進

め る た め 設 立 さ れ た 一 般 社 団 法 人 。

② か し わ エ コ サ イ ト （ 柏 市 省 エ ネ ル ギ ー 対 策ホ ー ム ペ ー ジ ）

市 民 ， 事 業 者 を 対 象 と し た 自 治 体 か ら の 情 報 発 信 だ け で な く ，

双 方 向 的 機 能 を 持 つ 参 加 型 ホ ー ム ペ ー ジ 。

電 気 使 用 量 等 を 入 力 す る こ と で CO2 排 出 量 の 自 動 計 算 （ e 環

境 家 計 簿 機 能 ） が で き る 。 平 成 ２ ６ 年 度 か ら ツ イ ッ タ ー に よ

る こ ま め な 情 報 発 信 を 行 っ た こ と で 閲 覧 回 数 が 増 加 し た 。

○ か し わ エ コ サ イ ト 年 間 ア ク セ ス 数 の 推 移 (単位：件数)

項 目 /年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度 26 年 度

年 間 ア ク セ ス 数 12,426 26,800 71,930 96,125

※ ２ ０ １ １ 年 度 は １ １ 月 か ら ３ 月 の 数 値 。

③ 柏 Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ エ コ 大 賞 ２ ０ １ ４ エ コ ピ ー プ ル 大 賞

日 常 生 活 の 中 で 環 境 に 優 し い 取 り 組 み を し て い る 市 民 を 「 か

し わ 環 境 フ ェ ス タ ２ ０ １ ４ 」 の 中 で 表 彰 し た 。

・ サ マ ー 節 電 賞 （ １ 名 ）

・ 緑 の カ ー テ ン フ ォ ト 賞 （３ 名 ）

・ エ コ ・ ク ッ キ ン グ レ シ ピ 賞 （１ 名 ）

④ 公 共 施 設 等 低 炭 素 化 指 針 の 策 定

市 が 所 有 す る 建 物 だ け で は な く ， 道 路 ， 公 園 ， 上 下 水 道 な ど

の イ ン フ ラ も 含 め て ハ ー ド 面 で の 低 炭 素 化 を 推 進 し ， 温 室 効

果 ガ ス 排 出 量の 削 減 を 目 指 し て い る 。
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＜ 低 炭 素 化 施 設 の 例 ＞

西 部 消 防 署 た な か 分 署 （ 平 成 ２ ６年 １ １ 月 開 署 ）

○ 採 用 さ れ た 主 な 低 炭 素 化 技 術

⑤ 公 共 施 設 等 の Ｌ Ｅ Ｄ 化… 資 産 管 理 課 ， 道 路 維 持 補 修 室

・ 本 庁 舎 高 層 棟２ 階 と ３ 階 の 一 部 （ 工 事 ）

・ 道 路 照 明 灯 ４ ， ５ ５ ２ 基 （ リ ー ス 方 式 ）

平 成 ２ ７ 年 ８ 月 設 置 完 了 後 ， リ ー ス 支 払 い 開 始 予 定

⑥ 窓 へ 断 熱 フ ィ ル ム を 設 置 （ 別 館 ４ 階 ） … 資 産 管 理 課

⑦ 公 共 施 設 へ の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 導 入… 学 校 施 設 課 ， 消 防 局

移 転 新 設 に 伴 い 太 陽 光 発 電 設 備 を 導 入 し た 。

・ 柏 中 学 校 屋 内 運 動 場 ： ３ ０ ｋ Ｗ

・ 西 部 消 防 署 た な か 分 署 ：１ ０ ｋ Ｗ

⑧ 公 共 未 利 用 地 等 の 太 陽 光 発 電 事 業 者 へ の 提 供

旧 柏 市 立 風 早 南 部 小 学 校 跡 地 （ １ ０ ， ５ ９ １ ㎡ ） を 企 業 に よ

る 太 陽 光 発 電 設 備 設 置 運 営 事 業 用 地 と し て提 供 し た 。

・ 事 業 者 名 ： 株 式 会 社 ウ エ ス ト エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン

・ 発 電 電 力 ： ５ ０ ０ ｋ ｗ

・ 年 間 発 電 量 ： ５ ７ ５ ， ０ ０ ０ kwh/年 （ 想 定 ）

※ 一 般 家 庭 １ ２ ４ 世 帯 分

・ 財 政 効 果 ： 約１ 億 円 （ 賃 借 料 収 益 ，草 刈 経 費 削 減 ）

区 分 技 術

建 築 物
壁 面 緑 化 設 備

自 然 採 光

省 エ ネ ル ギ ー 性 能 機

器

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明

高 効 率 空 調 機

照 明 制 御 （ 人 感 検

知 ， 適 正 照 度 ）

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 太 陽 光 発 電 設 備

そ の 他

雨 水 及 び 放 水 訓 練

使 用 水 再 利 用 設 備

非 常 用 発 電 設 備

耐 震 性 貯 水 槽

↑屋上の太陽光パネル
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⑨ 柏 市 エ コ ハ ウ ス 促 進 総 合補 助 金

５ つ の メ ニ ュ ー で 住 宅 の 「 省 エ ネ 」 「 創 エ ネ 」 「 蓄 エ ネ 」

「 見 え る 化 」 を 総 合 的 に 補 助 し た 。

受 付 期 間 ： ２ ６ 年 ４ ／ １ （ 火 ） ～ １ ２ ／ ２ ６ 日 （ 金 ）

○ 平 成２ ６ 年 度 実 績 （ 単 位 ： 件 ･千 円 ）

メ ニ ュ ー 件 数 金 額

エ コ 窓 改 修 57 4,090

太 陽 光 発 電 設 備 6 360

家 庭 用 燃 料 電 池 シ ス テ ム （ エ ネ フ ァ ー ム ） 36 3,600

エ ネ ル ギ ー 管 理 シ ス テ ム （ Ｈ Ｅ Ｍ Ｓ ） 6 60

定 置 用 リ チ ウ ム イ オ ン 蓄 電 池 シ ス テ ム 1 100

電 気 自 動 車 充 給 電 設 備 0 0

合 計 8,210

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 柏 市 版 カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト 事 業

② か し わ エ コ サ イ ト

③ 柏 Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ エ コ 大 賞 ２ ０ １ ５ エ コ ピ ー プ ル 大 賞 （ 検 討 ）
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④ 公 共 施 設 等 低 炭 素 化 指 針 改 訂… 雨 水 利 用 を 追 加

⑤ 公 共 施 設 等 の Ｌ Ｅ Ｄ 化

… 環 境 政 策 課 ・ 地 域 支 援 課 ・ 道 路 維 持 補 修 室 ・ 公 園 管 理 課

○ Ｌ Ｅ Ｄ 化 全 体 の 予 定 （ 単 位 ： 千 円 ）

公 共 施 設 ① 公 共 施 設 ② 防 犯 灯 道 路 灯 公 園 灯

設 置 完 了 27 年 度 28 年 度 27 年 度 27 年 度 28 年 度

調 査 委 託

（ 予 算 ）
－

27 年 度

(486)
－ －

27 年 度

(20,000 )

数 量 4,400 8,000 基 21,000 基 4,552 基 1,302 基

手 法 リ ー ス リ ー ス リ ー ス リ ー ス －

債 務 負 担

行 為 設 定

（ 期 間 ）

45,000

(H28～ 35

年 度 )

－

525,000

(H28～ 38

年 度 )

630,000

(H27～ 37

年 度 )

－

H27 債 務

負 担 支 払
－ － 36,750 － －

※ 公 共 施 設 ① は ， 消 防 局 ・ 保 育 園

※ 公 共 施 設 ② は ， 沼 南 公 民 館 ・ 沼 南 庁 舎 ・ 中 央 体 育 館 ・ 図 書 館 ・

こ ど も ル ー ム （ ２ ０ 施 設 ） ・ 近 隣 セ ン タ ー を 予 定

⑥ 公 共 施 設 へ の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 導 入

・ 千 葉 県 公 共 施 設 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 等 導 入 支 援 補 助 金

・ 場 所 ： 旭 町 近 隣 セ ン タ ー ・ 高 柳 近 隣 セ ン タ ー

・ 太 陽 光 ： 出 力 ５ ｋ Ｗ

・ 蓄 電 池 ： １ ０ ｋ Wh 程 度

⑦ 公 共 未 利 用 地 等 の 太 陽 光 発 電 事 業 者 へ の 提 供（ 検 討 ）

⑧ 柏 市 エ コ ハ ウ ス 促 進 総 合 補 助 金

○ 平 成２ ７ 年 度 予 算 （ 単 位 ： 件 ･千 円 ）

メ ニ ュ ー 件 数 金 額

エ コ 窓 改 修 50 5,000

太 陽 光 発 電 設 備 100 12,000

家 庭 用 燃 料 電 池 シ ス テ ム （ エ ネ フ ァ ー ム ） 93 9,300

エ ネ ル ギ ー 管 理 シ ス テ ム （ Ｈ Ｅ Ｍ Ｓ ） 70 2,100

定 置 用 リ チ ウ ム イ オ ン 蓄 電 池 シ ス テ ム 3 300

電 気 自 動 車 充 給 電 設 備 3 150

合 計 28,850
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イ 将 来 像 ② 緑 と 自 然 を 活 か す 街

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 緑 の カ ー テ ン の 設 置 … 各 課

本 庁 舎 ， 近 隣 セ ン タ ー ， 学 校 等で 実 施 し た 。

② 緑 の カ ー テ ン 育 て 方 講 習 会 ３ 回 ・ 相 談 会 １ 回 （ 柏 市 ス ト ッ プ

温 暖 化 サ ポ ー タ ー 事 業 ）

・ 講 習 会 ： ５ /８ （ 木 ） ・ ９ （ 金 ） 中 央 公 民 館

５ /１ ０ （ 土 ） ら ら ぽ ー と 柏 の 葉

３ 日 間 の 参 加 者 １ ０ ７ 名 に 苗 を 無 料 配 布 し た 。

・ 相 談 会 ： ７ /２ ４ （ 木 ） 中 央 公 民 館

参 加 者 １ ３ 名 に ア ド バ イ ス し た 。

※ 柏 市 ス ト ッ プ 温 暖 化 サ ポ ー タ ー

平 成 ２ １ 年 度 に 市 の 公 募 に 応 じ て 集 ま っ た 市 民 を 主 体 と し

て ， 市 域 か ら 温 暖 化 対 策 に 取 り 組 む 為 に 結 成 さ れ た ボ ラ ン

テ ィ ア 団 体 。

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 緑 の カ ー テ ン の 設 置 …各 課

公 共 施 設 へ の 緑 の カ ー テ ン 苗 の 配 布 （ 土 地 貸 し に よ る 太 陽 光

発 電 設 備 設 置 運 営 事 業 の 「 地 域 貢 献 策 」 を 活 用 ） や ， 設 置 サ

ポ ー ト に よ り ， 本 館 ， 別 館 ， そ の 他 施 設 の 緑 の カ ー テ ン を 充

実 す る 。

・ 苗 配 布 希 望 施 設 ： ２ ９ 施 設

・ 苗 配 布 数 ：５ １ ８ 株

② 緑 の カ ー テ ン 育 て 方 講 習 会 ２ 回 ・ 相 談 会 １ 回 （ 柏 市 ス ト ッ プ

温 暖 化 サ ポ ー タ ー 事 業 ）

・ 講 習 会 ： ５ /１ ５ （ 金 ） ・ １ ６ （ 土 ） 中 央 公 民 館

・ 相 談 会 ：７ /２ ３ （ 木 ） 中 央 公 民 館

ウ 将 来 像 ③ 健 康 で 生 き が い の あ る 街

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 庁 用 車 の エ コ ド ラ イ ブ 促 進

・ 庁 内 情 報 パ ソ コ ン で エ コ ド ラ イ ブ 啓 発 Ｄ Ｖ Ｄ を 視 聴

・ 運 転 日 誌 で エ コ ＆ セ イ フ テ ィ の 確 認 徹 底

② 柏 市 自 転 車 総 合 計 画 の 策 定 …交 通 政 策 課 ・ 交 通 施 設 課
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自 転 車 利 用 の 多 様 な 場 面 や ニ ー ズ に 総 合 的 に 対 応 す る た め ，

交 通 手 段 と し て 自 転 車 を 利 用 す る 際 の 「 は し る 」 「 つ か う 」

「 と め る 」 「 ま も る 」 と い う ４ つ の 側 面 に 着 目 し ， こ れ を 計

画 策 定 の 基 本 的 な 視 点 と し て ， 自 転 車 利 用 に お け る 安 全 性 ，

利 便 性 ， 快 適 性 の 総 合 的 な 向 上 を 目 指 す こ と を 目 的 と し た。

③ 低 公 害 車 普 及 促 進

公 用 車 の 新 規 購 入 に お い て 低 公 害 車 を 導 入 し た 。

④ 公 共 施 設 等 へ の 電 気 自 動 車 用 急 速 充 電 設 備 の設 置

民 間 企 業 が 国 の 補 助 金 （ 次 世 代 自 動 車 充 電 イ ン フ ラ 整 備 促 進

事 業 補 助 ） を 活 用 し て 充 電 設 備 を 設 置 し ， 管 理 運 営 ま で 行 う 。

市 は 設 置 の た め の 土 地 を 有 償 で 貸 し 出 す 官 民 協 働 事 業 で あ り ，

平 成 ２ ６ 年 度 は ３ 箇 所 設 置 し た 。

・ Ｅ Ｖ ス テ ー シ ョ ン か し わ （ 柏 市 役 所 本 庁 舎 敷 地 内 ）

・ Ｅ Ｖ ス テ ー シ ョ ン 南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー

・ Ｅ Ｖ ス テ ー シ ョ ン 道 の 駅 し ょ う な ん

⑤ フ ッ ト パ ス コ ー ス の 検 討… 環 境 政 策 課 ， 農 政 課 ， 商 工 振 興 課

道 の 駅 し ょ う な ん か ら ス タ ー ト し ， 鷲 野 谷 ・ 岩 井 地 区 を 中 心

に 約 ７ km の フ ッ ト パ ス コ ー ス を 候 補 と し て 選 定 し た 。 手 賀

沼 周 辺 の 森 林 や 田 園 風 景 ， 古 い 街 並 み ， 神 社 仏 閣 な ど を 楽 し

み な が ら 歩 け る コ ー ス を 紹 介 し ， お で か け 促 進 を 図 る 。

＜ ２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 庁 用 車 の エ コ ド ラ イ ブ 促 進

② エ コ ド ラ イ ブ 講 習 会

座 学 ， エ コ カ ー 試 乗 ， エ コ カ ー 展 示 な ど を 検 討 す る 。

③ 低 公 害 車 普 及 促 進

④ フ ッ ト パ ス コ ー ス の 作 成 と Ｐ Ｒ

エ 将 来 像 ④ 世 代 を 超 え て 学 び 合 う 街

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 出 張 講 座 （ 柏 市 ス ト ッ プ 温 暖 化 サ ポ ー タ ー 事 業 ）

増 尾 地 区 ふ る さ と 協 議 会 に お い て ， 温 暖 化 対 策 や 省 エ ネ ル ギ

ー を テ ー マ と し た 出 張 講 座 を 開 講し た 。

② 夏 休 み エ コ ・ ク ッ キ ン グ 教 室 （ 柏 市 ・京 葉 ガ ス 共 同 開 催 ）

・ 平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ２ ０ 日 （ 水 ） 親 子 ６ 組 １ ２ 名 参 加



１３

・ 会 場 ： 京 葉 ガ ス 料 理 教 室 「 My Leafs 柏 の 葉 」

③ か し わ 環 境 フ ェ ス タ ２ ０ １ ４ （ 柏 市 ス ト ッ プ 温 暖 化 サ ポ ー タ

ー 事 業 ）

地 球 温 暖 化 防 止 月 間 （ １ ２ 月 ） に 併 せ ， 家 庭 に お け る 省 エ ネ

ル ギ ー 対 策 の 啓 発 を 目 的 と し て ， 毎 年 開 催 し て い る 公 開 型 イ

ベ ン ト 。 平 成 ２ ６ 年 度 は 「 グ ル メ な エ コ ， は じ め よ う ！ 」 を

テ ー マ に 芸 能 人 や タ イ 料 理 店 オ ー ナ ー シ ェ フ を 迎 え て の エ コ

グ ル メ ス タ ジ オ や 節 電 ビ ン ゴ 大 会 等 を 行 い ， 気 軽 に で き る 地

球 温 暖 化 対 策 に つ い て 啓 発 を 行 っ た 。

④ 柏 市 環 境 保 全 協 議 会

平 成 ９ 年 度 に 経 営 に お け る 環 境 配 慮 と 情 報 交 換 を 目 的 と し て

市 内 事 業 者 を 中 心 に 設 立 し ， 現 在８ ９ 社 が 加 盟 し て い る 。

・ 有 識 者 を 招 い て の 環 境 講 演 会 の 実 施

「 パ ー フ ェ ク ト エ ス コ シ ス テ ム の 導 入 に つ い て 」

Ｓ Ｓ Ｋ 代 理 店 エ ス テ ー 企 画 代 表 佐 藤 通 禹 氏

・ 柏 駅 西 口 ， 南 柏 駅 に エ コ ド ラ イ ブ 推 進 の 横 断 幕 を 設 置

・ か し わ エ コ カ ン パ ニ ー 大 賞 の 表 彰

環 境 に 配 慮 し た 企 業 を か し わ 環 境 フ ェ ス タ で 表 彰 し た 。

CO2 削 減 部 門 賞 ： 株 式 会 社 ア ト ッ ク ス

昭 和 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社

企 業 活 動 部 門 賞 ： イ チ カ ワ 株 式 会 社 柏 工 場

大 賞 （ 部 門 賞 ３ 社 か ら ） ： イ チ カ ワ 株 式 会 社 柏 工 場

・ 会 報 「 か し わ エ コ カ ン パ ニ ー 通 信 （ 第 ６ 号 ） 」 を 発 行

⑤ か し わ 環 境 ス テ ー シ ョ ン

柏 市 内 の 環 境 保 全 活 動 の 拠 点 施 設 と し て ， 南 部 ク リ ー ン セ ン

タ ー 内 に 「 環 境 学 習 研 究 施 設 （ か し わ 環 境 ス テ ー シ ョ ン ） 」

を 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 に 開 設 し ， 市 民 を 対 象 と し た 環 境 学 習 プ

ロ グ ラ ム の 実 施 や 情 報 提 供 等 を 「 か し わ 環 境 ス テ ー シ ョ ン 運

営 協 議 会 」 へ 委 託 し て い る 。

・ 生 き も の 多 様 性 プ ラ ン の 重 要 地 区 カ ル テ 作 成

・ 市 民 向 け の 各 種 環 境 講 座 の 開 催（ 柏 の 自 然 と 生 き も の 講 座 ，

春 の 自 然 観 察 会， バ ー ド カ ー ビ ン グ 教 室 な ど ）

・ ジ ャ パ ン バ ー ド フ ェ ス テ ィ バ ル２ ０ １ ４ へ の 出 展

・ 柏 の 自 然 と 生 き も の フ ェ ス タ （ テ ー マ 谷 津 の 自 然 と 歴 史 ）



１４

・ 夏 休 み 子 ど も 環 境 フ ェ ス タ 開 催 （ 南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー ，

イ オ ン 柏 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー ）

・ 手 賀 沼 ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 小 学 校 船 上 見 学 で の ガ イ

ド の 実 施

参 加 ガ イ ド ： ４ ０ 名 遊 覧 船 ： 延 べ８ ８ 艘

総 乗 船 者 数 ： 約 ３ ， ０ ０ ０ 人 （ ガ イ ド を 除 く ）

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 出 張 講 座 （ 柏 市 ス ト ッ プ 温 暖 化 サ ポ ー タ ー 事 業 ）

② 夏 休 み エ コ ・ ク ッ キ ン グ 教 室 （ 検 討 ）

③ か し わ 環 境 フ ェ ス タ （ 検 討 ）

④ 柏 市 環 境 保 全 協 議 会

⑤ か し わ 環 境 ス テ ー シ ョ ン

・ か し わ 環 境 ス テ ー シ ョ ン の Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 化

・ 生 き も の 多 様 性 プ ラ ン の 重 要 地 区 の カ ル テ 作 成

・ 市 民 向 け の 各 種 環 境 講 座 の 開 催（ 柏 の 自 然 と 生 き も の 講 座 ，

利 根 川 河 川 敷 自 然 観 察 会 ， バ ー ド カ ー ビ ン グ 教 室 な ど ）

・ ジ ャ パ ン バ ー ド フ ェ ス テ ィ バ ル ２ ０ １ ５ へ の 出 展

・ 柏 の 自 然 と 生 き も の フ ェ ス タ 開 催 （ テ ー マ ： 柏 の 生 き も の ，

こ ん な に い ろ い ろ ）

・ 夏 休 み 子 ど も 環 境 フ ェ ス タ 開 催

・ 地 球 温 暖 化 防 止 啓 発 事 業 を 実 施

・ 手 賀 沼 ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 小 学 校 船 上 見 学 で の ガ イ

ド の 実 施

オ 将 来 像 ⑤ エ コ で 活 性 化 す る 街

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① グ リ ー ン 購 入 調 達 方 針 に 基 づ く 配 慮

平 成 14 年 度 か ら 「 柏 市 グ リ ー ン 購 入 調 達 方 針 」 を 策 定 し ，

公 共 財 産 の 調 達 に あ た っ て は 環 境 配 慮 型 製 品 を 使 用 す る よ う

取 り 組 ん で い る 。

② 柏 市 エ コ ハ ウ ス 促 進 総 合 補 助 金 （ 再 掲 ）

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① グ リ ー ン 購 入 調 達 方 針 に 基 づ く 配 慮

グ リ ー ン 購 入 法 に 定 め た 毎 年 度 公 表 さ れ る 「 調 達 方 針 」 (例
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年 ２ 月 頃 )に 示 さ れ る 内 容 変 更 に あ わ せ て 「 柏 市 グ リ ー ン 購

入 調 達 方 針 」 を 改 訂 す る 。

② 柏 市 エ コ ハ ウ ス 促 進 総 合 補 助 金 （ 再 掲 ）

【 自 然 環 境 担 当 】

１ 柏 市 生 き も の 多 様 性 プ ラ ン の 運 用

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 平 成 ２ ６ 年 度 末 現 在 で 重 要 地 区 ３ ６ 箇 所 中 ３ ０ 箇 所 の カ ル テ

が 作 成 済

② 中 原 小 学 校 隣 接 地 の 増 尾 の 森 と 水 辺 用 地 再 生 事 業

③ 手 賀 の 丘 か ら 布 瀬 へ のフ ッ ト パ ス コ ー ス 検 討

④ 上 大 津 川 生 態 調 査

⑤ 外 来 種 対 策

＜ ２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 重 要 地 区 の 継 続 調 査 と カ ル テ 作 成

② 増 尾 の 森 と 水 辺 用 地 の井 戸 掘 削 ， 水 路 整 備 ， 生 態 調 査

③ フ ッ ト パ ス コ ー ス の 完 成

④ 柏 の 自 然 と 生 き も の 講 座 開 講

２ 手 賀 沼 浄 化 対 策

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 千 葉 県 や 近 隣 市 町 と の 連 携

千 葉 県 が 中 心 と な り 手 賀 沼 流 域 市 町 で 構 成 さ れ る 組 織 （ 手 賀

沼 水 環 境 保 全 協 議 会 ） に よ り ， 手 賀 沼 浄 化 の た め の 事 業 を 実

施 し た 。

② 国 の 取 り 組 み

北 千 葉 導 水 か ら の 浄 化 用 水 注 入 を 実 施 し た 。

③ 柏 市 の 取 り 組 み

小 学 ４ 年 生 等 を 対 象 と し た 船 上 見 学 で ， 手 賀 沼 汚 染 の 経 緯 や

浄 化 対 策 等 を 説 明 し ， 水 質 浄 化 の 理 解 と 協 力 を 求 め た 。

※ Ｃ Ｏ Ｄ 値 （ 化 学 的 酸 素 要 求 量 ）

水 の 汚 れ を 表 す 一 つ の 単 位 。 酸 化 剤 を 使 っ て 水 中 に 含 ま れ

る 汚 れ （ 有 機 物 等 ） を 酸 化 ・ 分 解 す る の に ど れ だ け の 酸 素

が 必 要 か を 表 す 。 数 値 が 高 い ほ ど 水 が 汚 れ て い る 。
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○ 手 賀 沼 の 水 質 （ 単 位 ： ｍ ｇ ／ ℓ ， 位 ）

項 目 /年 度 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

Ｃ Ｏ Ｄ 値
（ 年 平 均 ）

8.2 7.9 8.4 8.2 8.6 8.9 9.3 9.6 9.5

ワースト順位 6 11 7 8 5 5 2 2 3

※ 平 成 ２ ６ 年 度 は 速 報 値

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 手 賀 沼 水 環 境 保 全 協 議 会 に よ る 手 賀 沼 浄 化 事 業 及 び 国 土 交

通 省 に よ る 浄 化 用 水 の 注 水 を 実 施 。

② 小 学 ４ 年 生 を 対 象 に 手 賀 沼 船 上 見 学 を 実 施 し 水 質 や 自 然 環 境

保 全 を 啓 発 。

３ 湧 水 の 保 全

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

① 名 戸 ヶ 谷 ビ オ ト ー プ

平 成 １ ４ 年 度 に 設 立 し た 「 名 戸 ヶ 谷 ビ オ ト ー プ を 育 て る 会 」

に 運 営 管 理 を 委 託 し ， 多 く の 生 き も の が 生 育 ・ 生 息 で き る 環

境 を 育 て る と と も に ， 地 域 の 小 学 生 の 環 境 学 習 の 体 験 の 場 と

し て ， 観 察 会 な ど の 活 動 を 実 施 し た 。

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

① 名 戸 ヶ 谷 ビ オ ト ー プ

「 名 戸 ヶ 谷 ビ オ ト ー プ を 育 て る 会 」 に よ る ， よ り 自 然 環 境 に

近 く な る よ う な 日 常 管 理 の ほ か ， 観 察 会 な ど の 自 然 に ふ れ あ

う 活 動 を 実 施 し， 自 然 環 境 の 保 全 の 重 要 性 の 啓 発 す る 。

４ 合 併 浄 化 槽 設 置 費 補 助

市 街 化 調 整 区 域 等 の 下 水 道 未 整 備 地 域 に お い て 生 活 排 水 に よ る

公 共 用 水 域 の 水 質 汚 濁 防 止 の た め ， 合 併 処 理 浄 化 槽 を 設 置 し た 場

合 に 設 置 費 用 の 一 部 を 補 助 す る 。

＜２ ６ 年 度 の 実 績 ＞

補 助 基 数 ･金 額 ７ 基 ・ ３ ， １ ０ ８ 千 円

＜２ ７ 年 度 の 計 画 ＞

補 助 基 数 ･金 額 １ ８ 基 ・ ８ ， ４ １ ８ 千 円
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【 大 気 保 全 担 当 】

１ 環 境 の 監 視

①大 気 監 視

大 気 汚 染 防 止 法 に 基 づ き ， 市 内 ７ 局 の 測 定 局 に お い て ， 窒 素 酸

化 物 や 浮 遊 粒 子 状 物 質 等 に つ い て 常 時 監 視 を 実 施 し た 。

＜ 平 成 ２ ６ 年 度 の 各 測 定 局 で の 監 視 項 目 及 び 適 合 状 況 ＞

区 分 測 定 局
二 酸 化

硫 黄

一 酸 化

炭 素

浮 遊 粒 子

状 物 質

光 化 学

オキシダント

二 酸 化 窒

素

微 小 粒 子

状 物 質

一 般

大 気

環 境

永 楽 台 ○ － ○ × ○ ○

大 室 ○ － ○ × ○ ○

南 増 尾 － － ○ × ○ －

自 動

車 排

ガス

旭 － － － － － －

伊 勢 原 － － ○ － ○ －

西 原 － － ○ － ○ －

大 津 ヶ丘 － ○ ○ － ○ ○

（○ ： 適 合 ， ×： 不 適 合 ， － ： 測 定 し て い な い ）

※大 気 環 境 基 準 の 達 成 状 況 (参 考 )

○二 酸 化 硫 黄 の 環 境 基 準 達 成 状 況

項 目

局 名

日 平 均 の２％除
外値（ppm）

日平均値が0.04ppm を超えた日が２
日以上連続したことの有無

長 期 的 評 価 による環
境基準との比較 環 境 基 準

永 楽 台 0.006 無 ○ 1 時間値の１日平均値

0.04ppm 以下

1 時間値

0.1ppm 以下大 室 0.008 無 ○

○一 酸 化 炭 素 の 環 境 基 準 達 成 状 況

項 目

局名

日 平 均 の２％除
外値（ppm）

日平均値が１０ppm を超えた日が２
日以上連続したことの有無

長期的評価による環
境基準との比較 環 境 基 準

旭 0.6 無 ○ 1 時間値の１日平均値

10ppm 以下

1 時間値の８時間平均値

20ppm 以下大 津 ヶ丘 0.6 無 ○
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○浮 遊 粒 子 状 物 質 の 環 境 基 準 達 成 状 況

項 目

局 名

日 平 均 の２％除
外値（mg/m 3）

日平均値が0.10mg/m 3 を超えた日
が２日以上連続したことの有無

長期的評価による環
境基準との比較

環境基準

永 楽 台 0.050 無 ○

1 時間値の１日平均値

0.10 mg/m 3 以下

1 時間値

0.2 mg/m 3 以下

大 室 0.050 有 ○

南 増 尾 0.053 無 ○

伊 勢 原 0.050 無 ○

西 原 0.048 無 ○

大 津 ヶ丘 0.057 無 ○

○光 化 学 オ キ シ ダ ン ト の 環 境 基 準 達 成 状 況

項 目

局 名

昼間の１時間値が0.06ppm を超え
た日数と時間数 環境基準と

の比較
※達成率（％） 環境基準

（日 数 ） （時 間 数 ）

永 楽 台 93 493 × 83.9
1 時間値

0.06ppm 以下
大 室 100 569 × 89.1

南 増 尾 81 400 × 90.1

※ 達 成 率 ＝ (昼 間 の 環 境 基 準 達 成 時 間 ÷ 昼 間 の 測 定 時 間 )× １ ０ ０

※ 環 境 基 準 を 達 成 す る た め に は ， 光 化 学 オ キ シ ダ ン ト の 濃 度 が 年 間 を 通 し

て 0.06 p pm を 超 え る 時 間 が な い こ と 。

○二 酸 化 窒 素 の 環 境 基 準 達 成 状 況

項 目

局 名
日 平 均 の 年 間 ９ ８ ％ 値
（ppm）

長期的評価による環境基準
との比較

環境基準

永 楽 台 0.031 ○

1 時 間 値 の１日 平 均

値 が 0. 04 p pm から

0. 0 6 p pm までのゾーン

内 又 はそれ以 下 である

こと。

大 室 0.031 ○

南 増 尾 0.028 ○

旭 0.044 ○

伊 勢 原 0.032 ○

西 原 0.033 ○

大 津 ヶ丘 0.041 ○
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○ 微 小 粒 子 状 物 質 の 環 境 基 準 達 成 状 況

項 目

局 名

年平均値 日平均値の

年間98％値 環境基準

との比較

日平均値が 35.0μg/m 3 を超え

た日数とその割合
環境基準

（μg/m 3） （μg/m 3） 日 ％

永 楽 台 13 .9 34 .6 ○ 6 1.7 1 年平均値

15μg/m 3 以下

1 日平均値

35μg/m 3 以下

大 室 14.2 37 .5 × 12 3.6

大 津 ヶ丘 ※ 14 .7 35 . 0 - ２ 1.9

※ 大 津 ヶ 丘 測 定 局 は 有 効 測 定 時 間 に 達 し な か っ た た め 参 考 値 。

②ダ イ オ キ シ ン 類 調 査

ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に 基 づ き ， 大 気 に つ い て は 年 ４

回 ， 河 川 に つ い て は 年 ２ 回 ， そ の 他 に つ い て は 年 １ 回 の 調 査 測 定

を 行 っ た 。

ア 大気 ｐｇ－ＴＥＱ／ｍ 3

調 査 地 点 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度 環 境 基 準

大 室 測 定 局 ０．０２２ ０．０５２ ０．０４２ ０．０２７

０．６

永 楽 台 測 定 局 ０．０５３ ０．０４７ ０．０４４ ０．０２１

旭 測 定 局 ０．０３６ ０．０５０ ０．０６３ ０．０２１

大津ヶ丘第一小学校 ０．０６８ ０．０７９ ０．０４７ ０．０２２

高柳西小学校 ０．０５１ ０．０３８ ０．０５５ ０．０２４

藤ヶ谷ふれあいセンター ０．０５０ ０．０５４ ０．０４７ ０．０３２

※ 年 ４ 回 の 平 均 値

イ 水 質 ｐｇ－ＴＥＱ／ℓ

調 査 地 点 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度 環 境 基 準

北 柏 橋 (大 堀 川 ) ０．１１ ０．１１ ０．４２ ０．０９２

１．０
上 沼 橋 （大 津 川 ） ０．１９ ０．１３ ０．２４ ０．２３

染 井 新 橋 （染 井 入 落 ） ０．３３ ０．２７ ０．４８ ０．３４

下 手 賀 沼 中 央

（下 手 賀 沼 ）
０．８０ ０．８３ １．５ ０．９４

※ 年 ２ 回 実 施 の 平 均 値
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ウ 底 質 ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ

調 査 地 点 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度 環 境 基 準

北 柏 橋 (大 堀 川 ) １．０ １．４ ０．６６ ０．９９

１５０

上 沼 橋 （大 津 川 ） １．１ ２．３ ０．６６ １．３

染 井 新 橋 （染 井 入 落 ） ３．３ ５．７ ６．６ ３．９

下 手 賀 沼 中 央

（下 手 賀 沼 ）
７．９ １４ ８．４ １５

※ 年 １ 回 実 施

エ 地 下 水 ｐｇ－ＴＥＱ／ℓ

調 査 地 点 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度 環 境 基 準

花 野 井 地 区 ０．０６７ ０．０６７ - -

１．０

南 逆 井 地 区 ０．０６７ - - -

高 柳 地 区 - ０．０６７ - -

篠 籠 田 地 区 - - ０．０１３ -

染 井 入 新 田 地 区 - - ０．０４６ -

箕 輪 地 区 - - - ０．０６７

手 賀 地 区 - - - ０．０６７

※ 年 １ 回 実 施 （ 調 査 地 点 は 毎 年 変 更 ）

オ 土 壌 ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ

調 査 地 点 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度
環 境

基 準

調 査

指 標 値

十余二小学校 ４．７ - - -

1,000 250

富勢東小学校 ０．２７ - - -

柏第一小学校 - １０ - -

光ヶ丘中学校 - ０．１８ - -

柏の葉小学校 - 0 . 0 0 0 0 6 0 ５．８ 0 . 0 0 5 0

旭東小学校 - - ２．９ -

風早中学校 - - ０．１ -

西 原 小 学 校 - - - １２

大 津 ヶ 丘 中 学 校 - - - ０．０９１

※ 年 １ 回 実 施 （ 調 査 地 点 は 毎 年 変 更 ）
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２ 事 業 場 等 へ の 指 導

①大 気 汚 染 防 止 法 立 入 検 査 結 果

ア ば い 煙 発 生 事 業 場 の 立 入 検 査 を 実 施 し 排 出 基 準 の 適 合 状 況

を 把 握 し た 。 ( )内 は 工 場 数

２２年 度 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度

立 入 数 ５ (２ ) 31(25) 32(23) 40(24) 49(25)

ば い 煙 等 測 定 等 ５ (２ ) ５ (２ ) ７ (５ ) ８ (５ ) ８ (６ )

違 反 ０ (０ ) ０ (０ ) ０ (０ ) ０ (０ ) ０ (０ )

イ 吹 付 け ア ス ベ ス ト 除 去 等 作 業 の 立 入 検 査 を 実 施 し ， 作 業 基

準 等 の 適 合 状 況 を 把 握 し た 。

２２年 度 ２3 年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度

届 出 数 ９ １ ３ ２ ８ ４ ２ ４ ７

立 入 数 ９ １ ３ ２ ８ ４ ２ ４ ７

違 反 ０ ０ ０ ０ ０

② ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に 基 づ く 立 入 検 査 結 果

ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に 基 づ く 特 定 事 業 場 （ 廃 棄 物 焼

却 炉 ） に 立 入 し ，排 出 基 準 の 適 合 状 況 を 把 握 し た 。

２２年 度 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度

立 入 数 (延 数 ) ２ １ ３ １ ０ １ １ １ １

違 反 件 数 (延 数 ) ０ ０ ０ ０ ０
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３ 苦 情 受 付 件 数

市 民 等 の 快 適 な 生 活 環 境 を 維 持 す る た め に ， 典 型 ７ 公 害 の 他 ，

近 隣 ト ラ ブ ル に 対 す る 相 談 を 受 付 ・ 処 理 を 行 っ た 。

年度

区分
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

大 気 汚 染 １６２ １０３ １３３ ９８ １６８ １３５ １１７ ９６

水 質 汚 濁 ４ １０ ８ ４ １０ ２ ４ ７

土 壌 汚 染 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

騒 音 ４８ ４５ ５１ ６８ ６２ ４２ ５５ ７２

振 動 ８ ２ ３ １６ １４ １０ ２０ ６

地 盤 沈 下 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

悪 臭 ２８ ３２ ２９ ３３ ４１ ３８ ４５ ５３

その他 ３８ ２５ ２３ １４ １９ １３ １４ １９

計 ２８８ ２１７ ２４８ ２３３ ３１４ ２４０ ２５５ ２５３

４ そ の 他

①柏 市 揮 発 性 有 機 化 合 物 （ Ｖ Ｏ Ｃ ） の 排 出 及 び 飛 散 の 抑 制 の た め

の 取 組 促 進 条 例 に 基 づ く 自 主 的 取 組 計 画 書 及 び 実 績 報 告 書 の 受 理

及 び 指 導 等

対 象 と な る ９ 事 業 場 か ら ２ ５ 年 度 の 実 績 報 告 書 及 び ２ ６ 年 度 の

自 主 的 取 組 計 画 書 の 提 出 が あ っ た 。

②幹 線 道 路 に お け る 自 動 車 騒 音 の 調 査 及 び 面 的 評 価

騒 音 規 正 法 第 １ ８ 条 に 基 づ き ， 自 動 車 騒 音 の 常 時 監 視 の 一 環 と

し て ， 市 内 の 国 道 （ 高 速 道 路 も 含 む ） ， 県 道 及 び ４ 車 線 以 上 の 柏

市 道 に お け る 道 路 騒 音 を ５ 年 計 画 で 調 査 し ， 面 的 評 価 を 実 施 す る 。



２３

５ 今 年 度 の 計 画

①大 気 関 係

ア 大 気 汚 染 防 止 法 に 基 づ く 大 気 環 境 の 常 時 監 視

市 内 ７ 地 点

イ 大 気 汚 染 防 止 法 に 基 づ く ば い 煙 発 生 施 設 へ の 立 入 及 び 指 導

工 場 及 び そ の 他 の 事 業 所 を 含 め ４ ０ 事 業 所 立 入 予 定

ウ 大 気 汚 染 防 止 法 に 基 づ く 特 定 粉 じ ん （ ア ス ベ ス ト ） の 除 去

作 業 の 確 認 検 査 （ 随 時 平 成 ２ ６ 年 度 は ４ ７ 件 ）

エ ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に 基 づ く 大 気 及 び 公 共 用 水

域 等 の 常 時 監 視

大 気 ６ 地 点 ， 水 質 ４ 地 点 等

オ ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に 基 づ く 排 出 事 業 場 の 立 入

及 び 指 導 （ 廃 棄 物 焼 却 施 設 １ １ 事 業 所 立 入 予 定 ）

カ 柏 市 ダ イ オ キ シ ン 類 発 生 抑 制 条 例 に 基 づ く 焼 却 炉 の 設 置 届

出 の 受 理 及 び 適 正 管 理 指 導

キ 柏 市 揮 発 性 有 機 化 合 物 （ Ｖ Ｏ Ｃ ） の 排 出 及 び 飛 散 の 抑 制 の

た め の 取 組 促 進 条 例 に 基 づ く 対 象 事 業 所 に 対 す る 自 主 的 取

組 の 指 導 （ 対 象 事 業 場 は ９ 事 業 場 ）

ク 騒 音 規 制 法 に 基 づ く 幹 線 道 路 に お け る 自 動 車 騒 音 の 調 査 及

び 面 的 評 価

ケ 騒 音 規 制 法 ， 振 動 規 制 法 及 び 悪 臭 防 止 法 に 基 づ く 規 制 及 び

指 導

コ 公 害 苦 情 の 相 談 及 び 対 応



２４

【 水 質 保 全 担 当 】

１ 環 境 の 監 視

①水 質 監 視

水 質 汚 濁 防 止 法 に 基 づ き ， ４ 河 川 （ 大 堀 川 ・ 大 津 川 ・ 染 井 入

落 ・ 金 山 落 ） ， １ 湖 沼 （ 手 賀 沼 ） で 公 共 用 水 域 の 常 時 監 視 を 実 施

し た 。

千 葉 県 水 質 測 定 計 画 に 基 づ く 調 査 地 点 ㎎ ／ ℓ

調 査 地 点 ２２年 度 ２３年 度 ２４年 度 ２５年 度 ２６年 度
環境

基準

北 柏 橋 (大 堀 川 )

Ｂ Ｏ Ｄ
２．５ ３．６ ３．８ ２．８ ２．９ 8

上 沼 橋 （大 津 川 ）

Ｂ Ｏ Ｄ
３．７ ５．０ ３．３ ３．１ ３．２ 5

染 井 新 橋 （染 井 入 落 ）

Ｂ Ｏ Ｄ
２．７ ２．２ ５．７ ４．２ ３．０ -

下 手 賀 沼 中 央 （手 賀 沼 ）

Ｃ Ｏ Ｄ (年 平 均 値 )

９．７

（１１）
１１（１１）

12

(10 .9 )

12

(10 .７ )

９

(8. 5 )
5

※ 結 果 は ７ ５ ％ 値

２ 事 業 場 等 へ の 指 導

①水 質 汚 濁 防 止 法 等 立 入 検 査 結 果

水 質 汚 濁 防 止 法 等 に 基 づ き ， 特 定 事 業 場 へ の 立 入 検 査 を 実 施 し ，

排 水 基 準 の 適 合 状 況 を 把 握 し た 。

22 年 度 23 年 度 24 年 度 25 年 度 26 年 度

立 入 数 (延 数 ) ５ ０ ４ ７ ６ ９ ６ ６ ６ ３

違 反 件 数 (延 数 ) ８ １ ６ ８ １ ５ １ ６

違 反 率 (％ ) １６ ３４ １２ ２ ３ ２ ５

３ そ の 他

①浄 化 槽 法 に 基 づ く 届 出 等 の 受 理 及 び 維 持 管 理 指 導

ア 浄 化 槽 法 第 ５ 条 に 基 づ く 設 置 届 の 受 理 １ ２ 件

イ 建 築 基 準 法 に 基 づ く 浄 化 槽 調 書 の 受 理 １ ８ ５ 件

②柏 市 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 に 基 づ く 登 録 手 続 き 業 務

ア 保 守 点 検 業 者 の 新 規 登 録 手 続 き ４ 件

イ 保 守 点 検 業 者 の 登 録 更 新 手 続 き １ 件



２５

４ 今 年 度 の 計 画

①水 質 関 係

ア 水 質 汚 濁 防 止 法 の 水 質 測 定 計 画 に 基 づ く 公 共 用 水 域 お よ び

地 下 水 の 常 時 監 視

環 境 基 準 点 等 ３ 地 点 を 月 １ 回 ， そ の 他 ８ 地 点 を ３ か 月 に １

回 。 地 下 水 は １ ４ 地 点 。

イ 水 質 汚 濁 防 止 法 に 基 づ く 特 定 事 業 場 の 立 入 及 び 指 導

７ ０ 事 業 所 を 予 定

ウ 有 機 塩 素 化 合 物 に よ る 地 下 水 汚 染 の 監 視

観 測 井 戸 （ 年 １ 回 ） １７ 地 点

継 続 監 視 調 査 （ 年 １ 回 ） １ ６ 地 点

エ 千 葉 県 環 境 保 全 条 例 に 基 づ く 揚 水 施 設 （ 井 戸 ） の 規 制 及 び

指 導

オ 土 壌 汚 染 対 策 法 に 基 づ く 有 害 物 質 に よ る 土 壌 汚 染 の 監 視 及

び 指 導

カ 浄 化 槽 法 に 基 づ く 設 置 届 出 書 の 受 理 及 び 適 正 管 理 指 導

キ 柏 市 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 に 基 づ く 新 規 登 録 及 び 更

新 手 続 業 務


